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元代前半期の碑刻 に見 える科墾制度用語(上)

元代石刻札記一
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は じ め に

元朝における科墨の成立

前進士(以 上今號)

進 士

郷貢進士

は じ め に

中國史研究における有力な史料群として,石 刻史料がある.近 時,石 刻書の影印出版が

盛んとな り,入 手が容易になったこともあって,各 時代史の研究に利用 されつつある.営

然,元 朝史の研究にとっても役立つものであるはずであるが,實 際には,あ まり利用され

ているとは言}な い.そ の理由の一つ として,石 刻史料の集成の段階での不充分さがあげ

られるであろう.す なわち,〈 金石葦編〉とく八墳室金石補正〉とい う,牧 録範團が中國

全龍にわた り,し か も,基 本的な史料を網羅 してお り,信 頼できる文ly」/であるとされる石

刻書が,い つれ も,金 朝をその牧録封象の下限としていて,元 朝の石刻を取 り上げていな

いという黒占である1).〈 爾漸金石志〉,〈 山右石刻叢編〉,〈 山左金石志〉などの,一 地

方を輩位とした石刻書が,元 代までをその封象として,そ れぞれの地域の石刻を牧録して

お り,各 々す ぐれた書物ではあるが,中 國全骨豊にわたる元代碑刻の集成は未だなされてい

ないのである2).目 録類としては,古 くはく篠古録〉,最 近ではく石刻題践索引〉があっ

て,元 朝までを採録の封象 としているが,本 文を直接眼にすることが出來ず,隔 靴掻痒の

感を否めない.從 って,元 朝の石刻史料を研究の材料とする時には,ま ず,石 刻そのもの

の集成か らはじめる必要がある.し かも,そ の集成にあたっては,上 記の因地著録の書を

はじめとする石刻書に止まっていては不充分であ り,各 方志類の"金 石"や"藝 文"と い

った部分に牧録されている史料の検討をも行なわねば,充 分なものとはならないのである.

それにもかかわらず,〈 元史〉はもとより,〈 元典章〉をは じめとする,こ の時代特有の

史料によってもカバーしきれない元朝史の部分を明らかにして くれる,と い うメリットを
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考えれば,今 後,元 朝史研究者による石刻の積極的な利用が期待される.

以下,元 代の碑刻を取 り扱って研究を進めていく過程で氣がついた問題を取 り上げ,考
}て いきたいと思 う

."元 代石刻札記"と 名付けたゆ}ん である.し かし,何 分にも,現

存する地方志類の量は膨大であ り,し かも,元 朝史研究のための史料 とい う視黒占からの整

理は全 く行なわれていない.從 って,以 下の文章でも,史 料の整理 と提示が一つの目的と

なるであろう.筆 者も,現 在調査 と集成をすすめつつある途中であり,こ の文章は,そ の

途上での産物であって,完 全な方志類の調査の上にたっての報告ではない.こ の論文で使

用したもの以外にも,關 連する碑刻で,未 だ眼にしていないものも少な くないと考えられ

る.諸 學の御教示をお願いしたい.

1.元 朝における科墾の成立

さて,今 回の"札 記"の 封象 としては,元 代前牛期の碑刻に見える,科 墨制度にかかわ

る用語を取 り上げたい.と くに,"前 牛期"と 時期を限ったのは,周 知の如 く,元 朝にお

いて科學制度が確立 し,最 初の進士が誕生するのは,延 砧2年(1315)に なってのことで

あるにもかかわらず,元 初の碑刻を見ていくと,そ れ以前にも,科 墨制にかかわる用語,

すなわち,"前 進士","進 士","郷 貢進士"な どが用いられているのを眼にすることにっ

いて,こ れら延祐以前の用例の指すものと,そ れの持つ意味について考}た いと思 うから

である.す なわち,こ こでい う"元 代前牛期"と は,延 祐の科墨以前を指 している.も ち

ろん,延:rf一以後の碑刻にも,こ れ ら科墾制度にかかわる用語は出てくるが,そ れは,元 朝

の公式の制度に基 くものと考えて,今 回の検討からは除外したい3).

まず,最 初に,延 砧の科墨實施以前の状況について整理しておきたい.元 における科學

制度については,箭 内亙が,"元 代杜會の三階級"(〈 蒙古史研究〉所牧)の 中で論 じたの

をはじめとして,そ の後も幾人かの先學が論考の封象 としている.ま た,史 料としては,

〈元史〉には,科 墨に關する記事が,巻81"選 墨志1科 目"と,`」92"百 官志8科 目"

とに分載 されている.先 行の諸研究を参照しつつ,と くに選墨志の記事を中心としてまと

めると,次 のようになる.

太宗が金を滅 したあと,耶 律楚材は,"儒 術"に よって士を選ぶことを請い,太 宗の納

れるところとなった.太 宗の9年(1237)以 後,f忽 鵤と劉中とが,諸 路をまわって考試

を行なっている(戊 戌の選試).し か し,こ れは一回きりで中断してしまった.こ の間の

事情については,安 部健夫の"元 代知識人 と科墨"(〈 元代史の研究〉所牧)の 中で論 じ

られているが,何 故に中断したのか,な ど疑問の黒占が多い4).し かし,漢 人達の科基制度

實施への欲求は強 く,以 後もしばしば,漢 人達は,皇 帝に封 して,科%ニ の實施を求める上

奏を上っている.ま た,"選 墨志"に よると,世 組の時代だけでも,至 元4年(1267),11

年(1274),21年(1284)年 などに,こ うした上奏を うけて,制 度の整備が命ぜ られたが,

科墨の實施には至らなかった.そ して,仁 宗の皇慶2年(1313)に なって,李 孟の上奏を

うけて(元 史`'175李 孟傳),11月 に科基實施を命ず る詔救が出されたが,實 際に,廷 試

までの各段階の試験が完了 し,護 都答兄,張 起巌をそれぞれの状元とする,モ ンゴル ・色

目,漢 人 ・南人,合 計56人 の進士及第者が蛮表されたのは,延 砧2年(1315)3月 のこと

であった.以 後,0時 的な中断はあるが,計16回 の科墨が元朝の治下で行なわれたのであ

る.

ただ し,延 祓以前にまった く考試が行なわれなかったわけではない.大 島立子氏が"元

代の儒戸について"(〈 中嶋敏先生古稀記念論集〉下巻1981)の 中で整理 しているよう
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に,主 として戸籍における"儒 戸"の 選別を目的 とした試験があ り,延 砧以前に,前 述の

戊戌の選試(1238)の 他,壬 子(憲 宗2年 ・=1252)や 至元13年(1276)に も行なわれてい

たことが,史 料によって確認される.華 北の奮金領に關しては,ど うやら,至 元13年 の選

試の結果が,儒 戸身分の最終判定材料となった ようである.

また,有 高巖は,〈 元史〉に列傳のある人物を封象として,チ ソギス汗の印位(1206)

から,世 租が元とい う國號を定めた至元8年(1271)ま でについて,ど の ような方法に よ

って任用されたかを16に 分類 しているが5),確 に,元 朝における仕途は,多 岐であった.

これら延祐以前の各種の考試や,元 代における官吏の任用方法の問題にも眼を配 りつつ,

以下,元 代碑刻における科墾關係の用語について考えていきたい.

2.前 進 士

まず 最 初 に 取 り上 げ る の は,"前 進 士"と い う語 で あ る.本 來 一 つ の 資 格 で あ る"進 士"

に"前"と い う字 が つ くの は,奇 異 な 感 じが す るが,以 下 に 掲 げ る よ うに,筆 者 が 見 出 し

た も のだ け で も,元 代 前 牛 の碑 文 の 中 に十1t例 あ る.

"前 進 士"と い う語 は
,元 の み で は な く,唐 代 の 史 料 の 中 に も見 出 され る.唐 代 に お け

る"前 進 士"の 語 につ い て は,〈 資 治 通鑑 〉 の 胡 三 省 註 や,顧 炎 武 のく 日知 録 〉 が取 り上

げ て い る.た だ,そ れ ぞれ の解 稗 は 少 し異 な っ て お り,顧 炎 武 は,唐 代 に は,(禮 部 試 に)

及 第 す る ま で を"進 士"と 言 い,及 第 した 後 を"前 進 士"と 呼 ん だ と してお り,胡 三 省 は,

進 士 に及 第 して後,無 官 の 場 合 に"前 進 士"と 謂 った とす る6).唐 代 に お け る"前 進 士"

につ い て は,愛 宕 元 氏)/Y,そ の具 髄 的 用 例 や 歴 史 的 意 義 に つ い て言 及 した 論 文 が あ る7).

た だ し,元 代 の碑 刻 の 場 合 に は,唐 代 とは 異 な った 意 味 に 用 い られ て い る こ とは,以 下 に

見 て い く通 りで あ る.

まず,現 在 ま で に 牧 集 した 用 例 の うち か ら,"前 進 士"の 肩 書 を持 つ 人 物 で,他 に 關連

す る史 料 の あ る者 を取 り出 し,そ の 意 味 す る と こ ろを 考 え てみ よ う(配 列 は,碑 刻 の 年 次

の順 と した).

(a)元 好 間(1190-1257)8)

(i)"重 修 宣 聖 廟 州 學 記"(趙 州 石 刻 全 録 巻2)<癸 卯 年=1243>撰 者

(ii)"署 大 中大 夫 劉 公 墓 碑"(民 國 郷 卒 縣 志`'17)<至 元10年=1273>撰 者

元 好 間 といx.,金 一 代 を 代 表 す る詩 人 で あ るが,彼 は,金 の滅 亡 後,官 に は就 かず,

憲 宗 の7年(1257)に 死 ん で い る.彼 の 登 第 が,金 の 興 定5年(1221)で あ る こ とは,金

史X126の 父 元 徳 明 の傳 に 付 され た 彼 の傳 記 に よっ て わ か る.

(b)李 治(1192-1279)9)

"重 修 宣 聖 廟 州學 記"(趙 州 石 刻 全 録 巻2)<癸 卯 年=1243>書 丹

李 治 に つ い て は,現 在 で は,<測 圓 海 鏡>12`Jの 撰 者 と して,数 學 史 の 方 で む しろ 有 名

で あ るが,〈 國 朝 名 臣 事 略 〉巻13に 牧 め られ て い る彼 の傳 記 に よれ ば,金 の 正 大7年(1230)

に 詞 賦 進 士 に 登 第 して お り,元 に な って か らは,至 元2年(1265)に 召 され て,翰 林 學士

に 拝 せ られ て い る.

(c)李 俊 民(1176-1260)

"重 修 大 成 槻 記"(山 右 石 刻 叢 編'`24)<己 酉 年 =1249>撰 者

この"大 成 観 記"で も,文 頭 の街 名 で は,"状 元"と 名 乗 っ て い る よ う)/Y,金 の承 安5

年(1200)の 状 元 で あ る(元 史 巻158本 傳).元 に な って か らは,世 租 フ ビ ライ に近 く,そ
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の漕 邸 時 代 に は,毎 日の よ うに 召 され て いた とい う.

(d)謝 良 弼

"濟 南 行 省郎 中王 公 租 考 之 碑"(道 光 章 邸 縣 志:14)<己 酉 年=1249>蒙 額

この 人 物 に つ い て は 何 もわ か らな い が,<道 光 濟 南府 志>X39"選 學1金 制 科"に 名

が 見},"章 邸 人,進 士"と あ る.

(e)張 泰 亨
"露 恵 公 新 廟 碑"(乾 隆 歴 城 縣 志`'24)<甲 寅 年=1254>撰 者

元 代 の 史 料 に 張 泰 亨 とい う人 物 が 何 名 か 見 え る こ とが,〈 元 人 傳 記 資 料 索 引 〉(王 徳 毅

他 編)に よ って わ か るが,う ま く合 う人 物 は い な い10).又,元 初 の 山 東 の 碑 文 の 中 に,他

に も彼 の 手 に な る もの は あ るが(例x.ば,こ の碑 の翌 年 の 日付 の あ る"鄭 康 成 廟 碑"が,

〈乾 隆 油 川 縣 志 〉 巻7に 牧 め られ て い る),i撰 者 の街 名 を 移 録 して い る もの が な い た め,

比 較 検 討 で きな い.本 碑 の,¥1名 が"濟 南 路 参 議 前 進 士"と な っ て い るか ら,い つ れ に せ よ,

元 朝 に 仕 え て い た もの と思 わ れ る.

(f)段 成 己(1199-1279)

"河 中 府 新 修 廟 學 碑"(山 右 石 刻i叢編 巻26)<至 元16年=1279>撰 者』

虞 集1/一:の"稜 山 段 氏 世 表"(國 朝文 類 巻56)に は,"登 正 大 進 士 第,主 宜 陽 簿,及 内 附 朝

廷 特 授 卒 陽 提 墨 學 校 官,不 起"と あ っ て,彼 が 金 の 哀宗 の 正 大 年 間(1224-31)の 進 士 で

あ る こ とが わ か り,こ の 碑 の街 名 が,"宣 授 卒 陽 路 提 墨 學 校 官 前 進 士"と な って い るの と

附 合 す る.段 氏 は,現 在 の 山 西 省 の 南 西 部 に あ る稜 山縣 の 名 門 で あ った ら しい.

(9)宋 革

"鄭 成 先 螢 碑"(乾 隆 諸 城 縣 志X15)<至 元21年=1284>撰 者

"重 義 顯 親 示 後 碑"(民 國 重 修 菖 志X52)<至 元27年=1290>撰 弁i蒙額

この 人 物 に つ い て は,他 に 傳 記 史 料 は な い が,"鄭 成 先II碑"を 牧 め るく 乾 隆 諸 城 縣 志 〉

の715"金 石 ・下"に は,至 元19年 か ら28年(1282-91)),rY`一 か け て の 年 記 を 持 つ 碑 刻 が,

彼 の撰 や 書 と して 著 録 され て お り,そ の うち至 元19年 の"重 刻雲 泉 碑 記"で は,"密 州 學

正","鄭 成 先 螢 碑"で は"前 漕 貢 進 士 密 州 學 官","重 義 顯親 示 後 碑"で は"前 漕 貢 進 士 密

州 學 正"と な っ て い る.從 って,こ の 時 期 に 密 州 の學 校 官 で あ っ た とは 確 か で あ る.

(h)王//V¥麟(1223-1296)

"慶 元 路 重 建 儒 學 記"(爾 漸 金 石 志x'14)<至 元29年=1292>撰 者

"宋 太 府 丞 史 公 墓 誌"(越 中 金 石 記 巻7)<元 貞元 年=1295>填 諦

王 鷹麟 は,淳 砧 元 年(1241)に 僅 か19才 で登 第 し(宋 史X438本 傳),官 界 生 活 の 多 くを

中 央 の 高 官 と して す ご した が,南 宋 滅 亡 後 は,郵 縣(今 の 寧 波)に 隠 棲 した11).

(i)愈 漸

"新 昌縣 學 改 創 淳 水 記"(越 中 金 石 記 巻7)<大 徳2年=1298>題 額

"故 宣 慰 節 齋 陳 公 祠 堂 記"(爾 漸 金 石 志 巻14)<大 徳4年=1300>撰 者

く 爾 漸 金 石 志 〉`一?10"紹 興 府 進 士 題 名 三"に よ り,開 慶 元 年(1259)の 進 士 とわ か る.

〈宋 元 學 案 〉巻49(晦 翁 學 案 下)に は,宋 の 滅 亡 後 は,"杜 門 講 學"し た とす る.

(1)趙 由潭

"嘉 興 路 重 修 廟 學 記"(爾 漸 金 石 志 一」14)〈 大 … …年
,大 徳 □ 年 か 〉 立 石

この 人 物 に つ い て は,史 料 が 全 くな い が,そ の登 第 の年 は,〈 乾 隆 敷 修 漸 江 通 志 〉 毬

129選 墨7,に よれ ぽ,威 淳 元 年(1265)で あ る.又,こ の 碑 の街 名 は,"前 進 士 泰 州 録

事"と あ る か ら,元 朝 に 出 仕 して い た こ とが わ か る.
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(付)康 曄 ・王 盤,戴 表 元

前 の2人 に つ い て は,〈 元 史 〉`7159宋 子 貞傳 に,"(宋)子 貞 作新 廟 學,延 前 進 士 康 曄

・王 盤 爲 教 官,招 致 生 徒 数 百 人"と あ る.王 盤(1202-1293)は,元 史 巻160に 傳 が あ り,

金 の 正 大4年(1227)の 進 士 で,元 の 翰 林 學 士 承 旨.康 嘩 に つ い て は,多 くは わ か らな い

が,閻 復 は そ の 弟 子 で あ る とい う(元 史 巻160閻 復 傳).ま た,戴 表 元(威 淳7年=1271登

第)の,〈 刻 源戴 先 生 文 集 〉 を 見 る と,文 末 に"前 進 士"と 名 乗 っ て い る例 が い くつ か あ

る(巻9,10,13).碑 刻 以 外 で の"前 進 士"の 用 例 と して,付 記 して お きた い.

以上で,手 もとにある元代の"前 進士"達 の うち,封 比する史料のあるものについて記

しおわった.以 上の作業の結果,次 のことがわかる.一 つには,"前 進士"と い う語は,

地の文の中によりも,碑 の撰者や筆者の街名の一部として出てくることの多い軍語であ り,

從って,"進 士"同 様,肩 書 として意識されていたと考えられることである.さ らに,"前

進士"の 指す具髄的内容は,こ れまでに列記 したところでも明 らかなように,金 や南宋で

登第し,進 士の資格を得ていることを指す.こ れら個人の肩書 として見aる 例以外でも,

趙孟頬に"完 州前進士題名記"と い う一文があ り(松 雪齋文集巻4),こ れ も金 代完 州

(現在河北省)の 進士の リス トであって,同 じ意味に用いられている.こ のように,同 じ
"前進士"と はいっても,前 に鰯れた唐代のものとは,そ の内容を異にしている.既 に滅

亡 した王朝における進士號を,王 朝が交代しても,一 つの肩書として名乗っていること自

髄が興味深いが,そ れは何故であろ うか
一つの理由としては,例 えば,王 磨麟や愈漸に代表されるように,元 朝に仕えることを

潔 しとしなかった人々にとって,前 朝から受けた進士號を名乗ることは,亡 國に封する思

慕の情を示す ものであったのかもしれない.〈 爾漸金石志〉が,余 漸のこの肩書をとりあ

げて,"前 進士 と書いているのは,故 國を忘れない氣持を寓 したものである"12)と 述べて

いるのは,一 面で正しいであろ うし,清 朝治下の金石志の編者に とっては,何 か共感する

ものがあったのかもしれぬ.

しかし,上 でも見てきたように,全 ての人々が元朝に仕えなかったわけではない.仕 え

た人々も亦,一 つの肩書として,"前 進士"の 語を用いているのは,も う少 し異なった,

言いか}れ ば,積 極的な意味を,こ の肩書が持っていたからではないだろうか.元 朝にお

ける封漢人知識人政策の面から,も う少しこの問題を考えてみたい.

元朝においては,科 墨の實施こそ遅れ,合 格者のjl;/も 少なかったが,そ の統治機構の

中か ら,薔 金や奮南宋の士人達を全 く排除していたわけではない.中 下層官僚(元 におい

て,他 の時代のように,軍 に官と得 とを分けることは,適 當ではな く,こ のように概括的

な表現を用いたい)に は,漢 人が充てられ,漢 土統治の實務は彼等に よって行なわれてい

た.牧 野修二氏はく元代勾営官の腱系的研究〉(1979)で,そ の制度について詳細な研究

を行なっている.こ れ ら中下層官僚の罷系の中へ入ってい くにあたっても,"儒 人"達 に

は,濁 自のル・一一トが開かれていたし,そ のr.1する"儒 戸"身 分には,発 役の特椹が與}ら

れていた.世 に"九 儒十巧"と いう語が喧傳され,元 朝治下での士人達の不遇のみが強調

されるが,そ れは,0面 的な理解であろ う.そ してsそ うした人事及び身分のチェヅクで

問題となるのは,や は り,士 人としての教養であった13).前 朝の進士であることは,印,
"儒戸"と は結びつかないが,士 人として,0定 の能力を持つことを諮明するものであっ

たことは確かである.

元代の史料で,前 代の進士の特別待遇について,具 髄的に迩べたものは多くはないが,
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その中には,は っきりと"前 進士"の 語を用いて,一 つの資格として取 り扱っているもの

がある.そ れは,〈 廟學典禮〉に含まれているい くつかの規定である.〈 廟學典禮〉 とい

う書物は,現 存する内容から考えるに,元 の大徳年間(1297-1307)に,漸 東のどこかで

廟學關係の事務用例規集として編まれた ものと思われる史料であ り14),現在我々が眼する

ことのできる本は,〈 四庫全書〉編纂のおりにく永樂大典〉から抽出されたものが,<四

庫全書珍本初集〉に影印されたものである.

さて,そ の中に,學 校官を探用する場合の資格や手績についての規定が含まれており,

次のように定められている.

まず一つは,尚 書省が至元25年(1288)12月),r出 した割付に引用されている"江 准井迄

南選取教官格例"で ある.そ こには,路 の総管府が學校官の適任者を中央に推薦する場合

の手績が記されているが,"前 進士"に ついては本人の年令 ・本貫 ・科學登第年 ・曾て出

仕したかどうか,に ついて届け出ることとされている.こ れに封 し,"不 係前進士人員"

は,提 墨儒學,按 察司の臨席のもとでの経書及び詩賦Yyつ いての試験を受けねばならなか

った15).

もう0つ,江1折 行省の大徳5年(1301)6月 の割付に引かれている"江 准學官格例"で
よ う

は,や は り學校官の任命に關 して,各 路の儒學提墨の選任にあたっては"前 進士の相鷹 し

き人を選んで充てる"と 定められ,各 路の學校の教授については,"前 進士及び,學 問該

沿に して士行修潔,衆 に推服される者"を 提刑按察司が上申することとなっている16).

これら二つの規定を見ると,前 進士であることが,儒 人としての能力を持つことのq明

として扱われてお り,一 つの資格 としての働きを持っていたことがわかる.だ からこそ,

碑文の撰者達は,"前 進士"と 名乗ったのではないだろ うか.た だ,以 上2つ の規定は,

いつれも學校官への任命にあたってのものであ り,他 の官職一般に接大できるか どうかに

疑問は残るが,註(16)の史料にも見えるように,元 朝では,學 校官も他の中下層官僚へのル

ー トの___.つでもあったことや17),前 掲の碑刻の撰者達の地位を考}れ ば,よ り0般 的な意

味 ・機能を持っていたと考えてよいであろう.(未 完)

註

1.正 確に言 うと,《 金石葦編》の巻158,9は,金 と題 されてい るものの,元 の 中統年間 にまで,

その封象を及ぼ してい る.

2.元 朝の碑刻を集成 した もの と して,す ぐに思 い俘ぶ のが,察 美彪の《元代白話碑集録》(1955)

であ る.確 に,原 碑に猿 った ものの他,典 擦 と して金石 書や地方志の類を註記 してい る.し か し,

封象が白話碑に限定 されてい ることはともか くと して も,そ の集成の方法に問題が あり,不 充分

な黒占の少な くない ことについて は,田 中謙 二氏 によ る書評(東 方學報 京都第26冊1956)に お

いて指摘 されてい る.

3."進 士"や"鰹 貢進士"は ともか くと して,"前 進士"に つ いて も,延 砧 以後にあ らわれ る.

と くに,延 砧2年 の状元であ る張起巌が しば しば用 いてい る.手 許にあ る用例 と して は,"幅 山

縣脩學記"(《 民國幅山縣志》巻6延 砧5年=1318),"管 民百戸郡 英墓碑"(《 光緒文登縣志》

巻4下 延祐5年=1318),"重 修尊経閣記"(《 濟寧 金石志》巻3後 至元3年=1337),な どが

あ り,元 統元年(1333)の 進士で ある宇文公諒 などに も用いてい る例があ る.彼 等は,れ っきと

した元朝の進士であ り,こ こで問題 と してい る延 砧以前の人 々とは事情が異な る.唐 代の故事を

踏えた雅稻ではないか と考え るが,確 誰 はない.

4.こ の戊戌の選試については疑問が多 く,安 部健夫 も"初 めか ら戊戌の選試が一回 きりの もの と

して墨行 されたのか,そ れ とも普通の科墨 の豫行 的な もの として縫績を豫期 されていたのだが何
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らかの故障妨害のために一回 きりで終わ らざるをえな くなったのであ るか,こ の鮎 どうもは っき

りしない"と してい る(《 元代史 の研究》14頁).そ の貼については,《 秋澗先生大全文集》巻

58の"渾 源劉氏世徳碑銘"の 中に,"歳 戊戌詔試儒人,先 生(劉 祁)就 試,魁 西京,選 充山西東

路孜試官"と あり,戊 戌 の合格者か ら,次 回の試験官 を選 んでお り,元 朝に試験績行の意志のあ

ったことを うかが わせ る.

5.有 高巖"元 代科 墨考"(史 潮2-21932)

6.日 知録X16進 士條原註

唐人未 第1'士,已 及第則稻前進士

資治通鑑巻253廣 明元 年三刀辛未 條胡三省註

進士 及第而於時無官,謂 之前進士

7."唐 代後牛におけ る肚會攣質の一考察"(東 方學報 京都第42冊1971)註(6)の 唐代におけ る

前進士 の定義についての史料は,こ の論文 中の愛宕氏 の指摘 に基 いた.
"唐代 の郷貢進士 と郷貢明経一 「唐代後牛期 における肚會攣質 の0考 察」 補遺"(東 方學報 京

都第45冊1973)

8.元 好間が"前 進士"を 名乗 ってい る碑刻 と して,も う一 つ《金石葦編》X158に あ る"楊 振碑"

が ある.こ れ は,彼 の親 しい友 人で,後 にその神道 碑 も元好間が書 くことにな る楊奥 の父,楊 振

の墓碑 である.こ の碑は,"前 進士 河東元 好間撰"と な ってい る他,名 は讃 めないが,書 丹 は"前

進士武功口口"で あ るし,象 額 も"前 進士華 陵口口口"で あ る.本 文の歓落 もひどいが,楊 振 の

没年 が,貞 鮪3年(1215)と 推 測で き,翌 年に葬 られた ことがか ろう じて わか る.軍 純 に考 えれ

ば,金 代の用例 とい うことにな るが,立 碑のい きさつが全 く書かれて お らず,從 って,い つ立 て

られた碑文 なのか不明であ るため,こ こでは保留 してお きたい.

9.彼 の名については,《 元史》の本傳(X160)の ように李冶 と作 る史料 もあ るが,石 刻 そ の他

の材料に基いて,李 治 とすべ きで あることは,例 えば余嘉錫 によ って論 じられてい る(《 四庫提

要辮諮》X12``測 圓海鏡"條).

10.幾 人かの張泰亨の うち,《 元史》X166に 傳 のある張 泰亨は,や は り山東の人で あり,氣 に な

るが,碑 が"長 山張泰亨"と 名乗 ってい るのに封 し,元 史の方は,"堂 邑縣人"と あって,同 じ

山東 とい って も離れ ている ことや,父 の"管 軍 百戸"を 襲 って以後,一 貫 して武人 の道を歩んで

い ることな どか ら,別 人 と考 え る.

11.こ の他 に,慶 元路 の儒學 にあ った"九 先生祠"の ために書 いた碑文 の中で,王1;u・麟が"前 進士"

と名乗 ってい た らしい こ とが,《 延 砧四明志》X13學 校孜上の記事でわか る.

12.爾 漸 金石志x'14陳 公祠堂記

其 在宋時曾経入仕,而 此碑系街{乃書前進士,亦 寓不忘故國之意也.

13.・ ・儒戸"に ついては,既 に引用 した大 島立子氏 の論文 が取 り上 げてい るが,"儒 戸"で あ ること

が,現 實の肚會で どの ように機能 したのか,又,漢 人 達が,"儒 戸"に な ることや,"儒 戸"で あ

あ ることについて,ど の ように意味付 けてい たのか,な ど,考 えなければな らない問題が多い し,

儒戸達の コア としての學校の機能について も考え る必要 があろ う.こ の最 後の貼については,牧

野修二氏が"元 代生員の學校生活"(愛 媛大學法文學部論集文學 科編13)で 論 じてい る.

14.こ う考え るの は,牧 録 されてい る文書の うち,最 も年代 の降 るものが,大 徳5年(1301)6月

で あること,各 文書 の往復過程を見 ても,地 方官廉 と して見 え るのが,主 として,江 漸行省 さ ら

には漸東道の各地で ある故 である.

15.廟 學典禮巻2學 官格例

____前 進士人 員,從 本路學校公 衆,推 基士行修潔 堪充教授者,具 解本人年 甲籍貫 ・於何年某

人榜下登 科 ・曾 無歴仕,的 是正身保申,本 路総管府移牒按察司,髄 覆,相 慮,令 本 路緻連 的

本牒文,申 覆合干 上司,移 吝都省,依 例施行(下 略)

一 不係前進士人員,若 有學問該博,年 高徳助,爲 衆所推,堪 充教授者,依 上公衆保 墨,経



森 田:元 代前半期 の碑刻 に見 える科c-r'制度用語(上) 173

各道提學,同 本道按察司文資正官,公 坐 出題,當 面引試所習纒賦各一本全篇,考 校文理優長

中程式者,緻 連的本井按察司公文用印封鐙,令 総管府保結,申 覆合干上司,除 所試程文,或

本人別有所業文字,並 許緻呈,依 上移容都省,依 例施行 似爲允中,不 如依格者,別 無定奪

16.廟 學典禮 巻6山 長改教授及正録教諭格例

今擬到 江准學官格例,乞 照詳都省,除 革罷各道提墨學校 官井訓導提調 銭糧等官聞奏外,飴 准

所擬,仰 照瞼施行,藪 内開項,該,(中 略)例 儒學提 學擬從七品,以 前進士到 選相鷹人充,

三年爲一任,満 日再歴別路一任,依 例於 司縣 官内選用,其 已除資品高者,依 験前資陞轄.各

路教,擬 從八品,以 前進士 及學問該治士行修潔爲衆推服,提 刑 按察 司髄覆,申 墓呈省到部相

鷹人充,三 年爲一任,満 日再歴 別路一任,依 例於從 八品司縣 官内選用

17.一 一般 的に言 って,學 校 官には,官 界 での敗 残者の救濟 ポス トとい うイメー ジがあ る.元 朝で も,

科墨施行後 には,藪 度 にわたって科基に落 第 し,高 齢 とな って しまった人 々を學 校官に任命 して

い る(元 史X81志1科 目).し か し,學 校官には,歳 貢儒人の推.,と い う任務 もあ るし,

一方で
,地 域杜會 に封 して果 した知 的役割 について も,も う少 し評債す る必要 があ るよ うに考 え

てお り,別 稿で論ず る豫定で ある.

Summary

Thecivilserviceexaminationwasreopenedin1315,undertheMongolrule.The

author'sinvestigationconcerningtheinscriptionscarvedbeforethereopeningshows

theexistenceofsuchtermsabouttheexaminationas"前 進 士",``進 士","郷 貢 進 士".

Itispointedoutinthispaperhow"前 進 士"wasactuallyusedandthatthetermwas

aself-appellationofasuccessfulcandidateundertheChinandSouthernSungdynasties.

Andthequalificationobtainedbyhimduringtheprecedingdynastywashelpfultoenable

himtobecomeagovernmento伍cialintheYuandynasty.


